
　議会を傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は

（木）～29

電 話：
F A X：
メール：

0256-34-5583
0256-33-8861
gikaij@city.sanjo.niigata.jp

議会だよりへのご意見・ご要望は、
こちらまで。

インターネットでも情報発信中！
 三条市議会   検索

三条市の今を、

いっしょに

みてみよう！
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大規模ワクチン接種センター（県央会場） 水害対応総合防災訓練

【
今
号
の
主
な
内
容
】

加速する、
ワクチン接種。

PICK
UP!

広がるワクチン
接種。現状と、
今後について

8.16

大学での

クラスターの発生を防止し、

若者世代に副反応等を

含むワクチン接種に 

関する情報を発信して

もらうため接種を受ける

三条市立大学生

くわしくはP8・P11へ

令和3年（2021年）6月定例会
（6月14日～28日）
●議案賛否一覧
《市政を問う》
●大綱質疑・質疑
●一般質問
●常任委員会審査レポート
《 報 告 》
●政務活動費収支

P3

P 5

P7

P13

P15



区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 5 3 2 2 2 1
 〔市長提出〕

人
事

議第１号 副市長の選任について
副市長若山裕さんは、令和３年７月24日に任期満了することとな
るので、その後任として若山裕さんを選任するもの	
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第２号 監査委員の選任について
識見を有する者のうちから選任された監査委員捧厚雄さんは、令
和３年６月29日に任期満了することとなるので、その後任委員とし
て椛澤綾子さんを選任するもの	
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第３号 教育委員会委員の任命について
教育委員会委員長沼礼子さんは、令和３年７月25日に任期満了する
こととなるので、その後任委員として樋󠄀熊敏文さんを任命するもの	
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第４号 公平委員会委員の選任について
公平委員会委員猪浦賢治さんは、令和３年６月29日に任期満了
することとなるので、その後任委員として加藤亜津子さんを選任
するもの	
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第５号 固定資産評価審査委員会委員
の選任について

固定資産評価審査委員会委員麩澤文雄さんは、令和３年６月29日
に任期満了することとなるので、その後任委員として麩澤文雄さん
を選任するもの	
任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第６号 固定資産評価員の選任について 固定資産評価員に土田泰之さんを選任するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条
例

議第７号 三条市税条例の一部改正に
ついて

地方税法の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じ、必要な
改正を行うもの	
施行期日：公布の日等

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第８号 三条市手数料条例等の一部改
正について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の一部改正に伴い、個人番号カードの発行事務の主体
が地方公共団体情報システム機構に変更されることなどから、必
要な改正を行うもの	
施行期日：令和３年９月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第９号
三条市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改
正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、本市に
おいてもこれに準じ、必要な改正を行うもの	
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第10号
三条市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴
い、本市においてもこれに準じ、必要な改正を行うもの	
施行期日：令和３年７月１日等

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第11号 三条市都市公園条例の一部改正
について

新たに公園を設置し、公募設置管理制度を活用して公園施設の設
置および管理を民間事業者に行わせることから、必要な改正を行
うもの	
施行期日：公布の日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第12号 動産の取得について
除雪ドーザ（８ｔ級）　２台	
取得金額　2,464万円	
契約者　日本キャタピラー合同会社新潟営業所

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第13号 動産の取得について
消防ポンプ自動車　１台	
取得金額　5,192万円	
契約者　新潟モリタ株式会社

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

予
算 議第14号 令和３年度三条市一般会計補

正予算

国の補助金を受け、低所得の子育て世帯や生活困窮世帯に対し給
付金の給付等の支援を行うほか、新型コロナウイルス感染症対策
による公共施設の利用中止に対する指定管理料の補填や、新型コ
ロナウイルス感染症に罹患した者と一定の接触があった児童等に
対するＰＣＲ検査の実施、ふるさと三条応援寄附金事業における
返礼品の魅力向上等に向けたマーケティング特任専門員の任用に
要する経費などについて、必要な予算措置を行うもの	
補正額	 １億7,381万3,000円	
補正後の額	 475億9,931万1,000円

総務文教常任委員会	
市民福祉常任委員会	
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報
告

報第１号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（三条市税条例等の一部改正につ
いて）

地方税法等の一部を改正する法律が令和３年３月31日に公布さ
れ、同年４月１日から施行されたことに伴い、本市においてもこれに
準じ、必要な改正を行ったもの	
専決処分日：令和３年３月31日	
施行期日：令和３年４月１日等

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第２号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

三条市立大学の入学予定者数が当初の想定を上回ったことなど
による入学金の増や寄附採納に伴う財政調整基金等への積立て
のほか、職員の退職に伴う退職手当について、必要な予算措置を
行ったもの	
補正額	 8,372万8,000円	
補正後の額	 683億7,156万7,000円	
専決処分日：令和３年３月31日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第３号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（令和２年度三条市水道事業会
計補正予算）

建設改良費の翌年度への繰越しによる課税仕入れの減少等によ
り、消費税および地方消費税の納付額が増加するため、必要な予
算措置を行ったもの	
補正額	 2,704万7,000円	
補正後の額	 20億4,559万2,000円	
専決処分日：令和３年３月31日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議

決

結

果

無

所

属

未
来
へ
の
風

水
土
里
の
会

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

清
風
ク
ラ
ブ

自
由
ク
ラ
ブ

議　案　賛　否　一　覧 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会　		　派　　	名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

会 派 所 属 議 員

自 由 ク ラ ブ ○久住久俊　阿部銀次郎　佐藤和雄　森山　昭　武石栄二　野嵜久雄　藤家貴之

清 風 ク ラ ブ ○西川重則　横山一雄　山田富義　岡田竜一　白鳥　賢

日本共産党議員団 ○小林　誠　西沢慶一　坂井良永

公 明 党 議 員 団 ○野崎正志　笹川信子

水 土 里 の 会 ○酒井　健　内山信一

未 来 へ の 風 ○馬場博文　岡本康佑

無 所 属 　長橋一弘

○：会派の代表者

令和3年
（2021年）
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６
月
定
例
会
は
、６
月
14
日
か
ら
28
日
ま

で
の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、全
国
市
議
会
議
長
会
の
表
彰
状

伝
達
式
、令
和
３
年
６
月
29
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ

び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
っ
た
ほ
か
、「
副
市

長
の
選
任
」や「
監
査
委
員
の
選
任
」な
ど
の
人

事
案
件
７
件
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、い
ず
れ

も
同
意
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
市
長
提
出
議
案
は
、「
三
条
市
税

条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
の
条
例
案
件
、除
雪

ド
ー
ザ
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の「
動
産
の
取

得
」、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
る
公
共
施
設
の
利
用
中
止
に
対
す
る
指
定

管
理
料
の
補
填
や
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
な
ど

の
経
費
を
盛
り
込
ん
だ「
令
和
３
年
度
三
条

市
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど
20
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
で
の

審
査
を
経
て
、採
決
の
結
果
、全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
、同
意
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
請
願
の
採
択
に
伴
い
、関
係
行
政

庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ここでは 議会にまつわる豆ちしきを掲載しています。参考にしてください。

上の表は各議案についての賛否一覧を掲載しています。 23



区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 5 3 2 2 2 1
 〔市長提出〕

報　
告

報第４号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（令和３年度三条市一般会計補
正予算）

国の補助金を受け、低所得のひとり親世帯等に対し、生活支援特
別給付金を給付するほか、嵐南公民館大集会室の空調設備の入
替えに要する経費について、必要な予算措置を行ったもの	
補正額	 7,611万2,000円	
補正後の額	 474億579万2,000円	
専決処分日：令和３年４月14日

総務文教常任委員会	
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第５号
専 決 処 分 報 告 に つ い て	
（令和３年度三条市一般会計補
正予算）

新型コロナウイルス感染症に罹患した者と一定の接触があった職
員等に対しＰＣＲ検査を行うとともに、停電時に新型コロナウイル
スワクチンの一時保管等を行う可搬型冷凍庫を購入するほか、空
家等対策の推進に関する特別措置法に基づく空家の一部除却に
要する経費について、必要な予算措置を行ったもの	
補正額	 1,970万6,000円	
補正後の額	 474億2,549万8,000円	
専決処分日：令和３年５月13日

総務文教常任委員会	
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人
事 諮第１号 人権擁護委員候補者の推薦に

ついて

人権擁護委員若林誠さんは、令和３年９月30日に任期満了するこ
ととなるので、その後任委員候補者として、若林誠さんを推薦する
もの	
委員の任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

 〔議員発案〕

意
見
書

議員発案	
第１号

30人以下学級実現、義務教育
費国庫負担制度の２分の１復元
に係る意見書の提出について

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよ
う要望する意見書を提出するもの	
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科
学大臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請願〕

請
願

請願	
第14号

30人以下学級実現及び義務教
育費国庫負担制度の復元を求
める請願

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよ
う要望する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

議

決

結

果

無

所

属

未
来
へ
の
風

水
土
里
の
会

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

清
風
ク
ラ
ブ

自
由
ク
ラ
ブ

議　案　賛　否　一　覧 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会　		　派　　	名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

インターネットで
市議会の模様を
配信しています。

スマホか
タブレットで
スキャン！

INFORMATION ! インターネット中継 &アーカイブ映像あります！

6月定例会では
5会派が大綱質疑、

1人が質疑を
行いました。

 Check!
若
山
副
市
長
は
三
条
市
の
行
政
職
の

キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
平
成
29
年
７
月

に
國
定
市
政
の
下
、副
市
長
に
就
任
さ
れ
た
。

昨
年
11
月
に
滝
沢
市
長
が
就
任
後
も
副
市
長

職
を
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
「
市
役
所
企
業
を
変
え
る
」を
標
榜
さ
れ
て

い
る
市
長
。

　

滝
沢
市
政
に
な
り
、市
の
職
員
は
若
干
の

変
化
の
兆
し
も
見
ら
れ
る
よ
う
だ
が「
新
し

い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
う
原
理
原
則
が
あ
る
。

　

昨
今
は
副
市
長
職
を「
公
募
募
集
」す
る
自

治
体
も
あ
る
時
代
で
あ
る
。

　
「
行
政
経
験
」に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、あ

ら
ゆ
る
視
点
か
ら「
市
役
所
改
革
」に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
行
政
の
定
石
」に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

「
市
民
の
た
め
」「
市
民
本
位
」の
行
政
が
必

要
と
考
え
る
。

　

市
長
の
認
識
と
見
解
は
い
か
が
か
。

若
山
副
市
長
は
豊
富
な
行
政
経
験
を
有
し

Q

三
条
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

三
条
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

三
条
市
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
第

11
号

議
第

10
号

議
第

7
号

議
第

1
号

事
前
の
調
査
で
は
何
社
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
の
か
。

事
業
者
の
参
加
意
欲
、
競
争
性
を
阻
害

す
る
懸
念
が
あ
り
示
せ
な
い
。

Q

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

個
人
市
民
税
お
よ
び
公
的
年
金
受
給
者

に
つ
い
て
、今
回
の
改
正
で
何
が
変
わ

り
、
影
響
額
は
ど
う
か
。

改
正
は
、
扶
養
控
除
対
象
の
扶
養
親
族

の
う
ち
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
国
外
居

住
親
族
を
原
則
除
く
も
の
。
個
人
市
民
税
均

等
割
、
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
に
つ
い
て

も
、
国
外
居
住
親
族
の
数
か
ら
対
象
外
の
扶

養
親
族
を
除
外
す
る
も
の
で
、
こ
の
改
正
に

よ
り
課
税
対
象
者
が
増
え
る
が
、
現
時
点
で

年
齢
な
ど
必
要
な
情
報
が
な
い
こ
と
か
ら
影

響
額
の
算
出
は
で
き
な
い
。

Q

三
条
市
家
庭
的
保
育
事
業
で
、
電
磁
的

記
録
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
の
保
管

方
法
と
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
安
全
性
は

ど
う
か
。

電
磁
的
記
録
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

デ
ー
タ
は
各
施
設
ご
と
に
保
管
さ
れ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
各
施
設
に
お
い
て

当
然
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
が
、
監
査
の
際
に
任
意
の
項
目
と

し
て
確
認
し
て
い
く
。

Q

使
用
料
収
入
の
按
分
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
協
議
し
決
定
す
る
。

Q

て
お
り
、
三
条
市
政
の
こ
と
な
ど
各
般
に
精
通

し
て
い
る
。
ま
た
、
長
年
の
行
政
経
験
で
培
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
私
自
身

が
適
任
と
考
え
た
。

　
市
役
所
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
副
市
長
の
ほ

か
市
職
員
の
考
え
を
聞
き
な
が
ら
、私
自
身
が
最

終
的
に
判
断
し
、責
任
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
。

公
園
の
設
置
・
運
営
に
つ
い
て
の
方
向

性
を
伺
う
。

両
市
で
都
市
公
園
と
し
て
設
置
・
管
理

を
事
業
者
に
行
わ
せ
る
。

Q

公
園
整
備
に
公
的
資
金
は
必
要
と
な
る

の
か
。

民
間
事
業
者
の
収
益
に
よ
り
整
備
、
維

持
管
理
を
行
う
。

Q

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

14
号

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
事
業
に

お
け
る
返
礼
品
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
人
材
を
採
用
す

る
と
し
て
、
特
任
専
門
員
報
酬
や
確
保
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託
料
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業
務

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
資
格
、
要
件
が
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
の
具
体

的
な
業
務
、
資
格
、
要
件
等
に
つ
い
て

は
、
三
条
市
の
特
産
品
に
お
け
る
新
た
な
販

路
開
拓
に
向
け
た
業
務
を
行
う
。
具
体
的
に

は
、
三
条
市
の
返
礼
品
や
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
と
い
う
市
場
に
お
い
て
選
択
さ
れ
る
寄

附
額
等
の
設
定
や
各
企
業
等
を
訪
問
し
、
新

た
な
返
礼
品
を
掘
り
起
こ
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
寄
附
金
増
に
向
け
た
新
た
な
方
策
を
検

討
し
実
施
す
る
。

Q
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国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
を
受

け
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
を
給
付
す
る

対
象
世
帯
と
は
。

支
援
金
の
対
象
世
帯
と
な
る
生
活
困
窮

者
世
帯
と
は
、
こ
れ
ま
で
総
合
支
援
資

金
の
再
貸
付
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
再
貸
付

の
申
請
を
し
た
も
の
の
不
決
定
と
な
っ
た
者

で
、
収
入
、
資
産
、
就
労
活
動
等
の
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
と
な
る
。

支
援
金
は
、
世
帯
当
た
り
単
身
世
帯
月
額

６
万
円
、
２
人
世
帯
月
額
８
万
円
、
３
人
以

上
世
帯
は
月
額
10
万
円
を
３
か
月
間
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
抑
え
込
む
対
策
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
者
と
濃
厚

接
触
者
に
該
当
し
な
い
程
度
の
接
触
が
あ
っ

た
職
員
、
児
童
ら
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
と
実

三
条
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、
専
門
員

の
任
期
に
つ
い
て
伺
う
。

単
年
度
ご
と
の
雇
用
と
な
る
が
任
期
は

複
数
年
を
考
え
て
い
る
。

Q

Q

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
事
業
費
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
の
身
分

は
ど
う
な
る
の
か
。

三
条
市
職
員
と
し
て
一
般
職
の
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
す
る
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
推
進
事
業

費
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員

を
導
入
す
る
が
、
実
際
に
専
門
員
を
導
入
し

て
成
功
し
た
事
例
が
他
市
町
村
で
あ
っ
た

の
か
。正

確
に
は
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
特
化
し
た
人
材
を
採
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
公
募
と
い
う
形
で
ふ
る
さ
と
納
税
に
特

化
し
た
人
材
を
採
用
す
る
ア
イ
デ
ア
は
、
日

本
で
初
め
て
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
公
募
の

過
程
、
プ
ロ
セ
ス
か
ら
全
国
的
に
大
き
く
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
、
三
条
市
の
認
知
度

を
さ
ら
に
上
げ
て
い
き
た
い
。

QQ
　

採
用
に
当
た
っ
て
は
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
採
用
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
を
通
し
て
広
く
公
募
し
た
い
。

実
績
に
よ
る
成
功
報
酬
的
な
考
え
は

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
設
置
補
助
金
の

交
付
要
領
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
世
帯
、
世
帯
主
が
障
が
い
者
の

世
帯
、
配
偶
者
の
な
い
世
帯
主
と
児
童

の
み
の
世
帯
、
そ
れ
ら
に
準
ず
る
世
帯
を
対

象
と
し
、
住
宅
お
よ
び
車
庫
や
物
置
等
の
付

属
建
物
の
屋
根
に
ア
ン
カ
ー
を
設
置
す
る
工

事
費
の
２
分
の
１
、上
限
10
万
円
を
補
助
す
る
。

Q

Q

現
在
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
業
者
と
の
関

係
に
つ
い
て
伺
う
。

委
託
内
容
に
返
礼
品
の
魅
力
向
上
等
に

向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。

Q

ダイ
ジェスト！

Q A＆

6 月定 例 会
一 般 質 問ダイジェスト！

通
学
路
等
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

学
校
等
欠
席
時
の
非
接
触
型

連
絡
手
段
に
つ
い
て

「
オ
リ
パ
ラ
首
長
連
合
」
と

「
ヘ
ル
ス
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
」に
つ
い
て

不
審
者
情
報
の
件
数
が
増
加
傾
向
だ

が
、
前
定
例
会
で
述
べ
た
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
一
定
の
効
果
が
あ

る
。
自
治
会
で
の
設
置
状
況
を
踏
ま

え
、
教
育
委
員
会
や
学
校
と
連
携
し
設
置
に
関

す
る
考
え
方
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

保
護
者
や
学
校
の
負
担
軽
減
の
一
つ
と

し
て
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
や
Ｅ
メ
ー
ル

等
を
使
い
非
接
触
型
で
児
童
生
徒
の
欠
席
等
を

伝
え
る
手
段
を
構
築
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

連
絡
体
制
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
具

体
的
に
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。
早
急
に
導
入
に
向
け
る
。

成
果（
効
果
）は
。

ウ
イ
ル
ス
発
生
の
た
め
、
成
果
は
限
定

さ
れ
た
。

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
予
定
し
て
い
た
事

業
が
中
止
に
な
っ
た
時
、
処
置
は
市
長

行
方
不
明
者
の
捜
索
や
不
法
投
棄
防
止

に
も
使
え
る
か
。

議
論
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
今
後
警
察

や
関
係
団
体
と
カ
メ
ラ
設
置
に
関
し
て

運
用
方
針
等
の
検
討
を
進
め
る
。

Q

Q

QQ

Q

補
正
予
算
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

来
年
度
に
は
設
置
が
見
込
め
る
の
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
等
は
認
識
し
て

い
る
。
各
方
面
と
調
整
協
議
を
進
め
、

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
応
す
る
。

Q

三
条
市
公
式
ア
プ
リ
等
の

必
要
に
つ
い
て

三
条
総
合
病
院
の
存
続
に

つ
い
て

行
政
情
報
の
ア
プ
リ
化
を
行
う
考
え
は

あ
る
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
総
合
情
報
発
信
と

問
い
合
わ
せ
対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
と
し
た

ら
ど
の
方
法
が
い
い
か
検
討
す
る
。

Q

栄地域に設置した防犯カメラ

「
随
意
契
約
」で
契
約
し
た
の
か
。

全
庁
的
な
判
断
で
契
約
し
た
。

Q
「
随
意
契
約
理
由
書
」に
書
い
て
あ
る
こ
と

の
裏
付
け
実
査
は
し
た
の
か
。

特
に
し
て
い
な
い
。

Q
「
委
託
業
者
」の
調
査
を
し
た
の
か
。

業
者
の
送
っ
て
き
た
会
社
案
内
を
参
考

に
し
た
。

Q
「
契
約
書
」の
内
容
は
精
査
し
た
の
か
。

弁
護
士
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
た
か
。

弁
護
士
に
は
見
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

Q
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
地
域

経
済
活
性
化
最
先
端
モ
デ
ル
事
業
」の

３
者
で
の
調
印
式
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
か
。

詳
し
く
は
知
ら
な
い
。

Q

明
ら
か
に
未
実
施
な
業
務
が
あ
る
が
、

未
実
施
分
は
支
払
う
必
要
は
な
い
の

で
は
。理

事
者
協
議
の
末
、
事
業
は
完
了
し

て
い
る
の
で
、
市
役
所
の
総
意
で
支

払
っ
た
。

Q

令
和
５
年
度
開
院
予
定
の
県
央
基
幹
病

院
は
、
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生

会
支
部
新
潟
県
済
生
会
に
運
営
が
委
託
さ
れ

る
。
今
後
三
条
総
合
病
院
は
、
現
状
の
外
来

機
能
を
有
す
る
19
床
の
有
床
診
療
所
と
し
て

存
続
で
き
る
見
通
し
な
の
か
。

県
央
基
幹
病
院
開
院
後
の
三
条
総
合
病

院
の
体
制
は
、
昨
年
9
月
の
県
央
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
決
定
し
、
計
画
通
り

進
め
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

Q

住
宅
雪
対
策
事
業
費
、
高
齢
者
世
帯

等
の
命
綱
の
固
定
ア
ン
カ
ー
設
置
補

助
金
2
0
0
万
円
に
つ
い
て
。
対
象
と
な
る

世
帯
数
と
そ
の
う
ち
今
回
見
込
ん
で
い
る
世

帯
数
は
ど
う
か
。

対
象
と
な
る
高
齢
者
世
帯
数
は
、
お
よ

そ
１
万
２
０
０
０
世
帯
。
利
用
件
数
を

20
件
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算
）

報
第

5
号

空
家
等
対
策
事
業
費
の
当
該
建
物
の
解

体
対
象
は
今
回
塔
屋
部
分
だ
け
だ
。
い

ず
れ
全
体
の
解
体
撤
去
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
場
合
国
県
の
財
政
支
援
は
あ
る
の

か
。

建
物
全
体
を
解
体
す
る
場
合
、
費
用
の

５
分
の
２
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
国
の

制
度
を
検
討
し
た
い
。

Q

費
用
の
回
収
見
込
み
は
。

徴
収
は
見
込
め
な
い
。

Q

他
に
事
案
は
な
い
の
か
。

現
時
点
で
は
な
い
。

Qに
相
談
し
た
の
か
。

全
庁
的
な
判
断
で
決
断
し
た
。

な
い
の
か
。

報
酬
は
職
務
の
特
殊
性
に
基
づ
き
設
定
し

て
い
る
。
成
功
報
酬
は
考
え
て
い
な
い
。

施
検
査
数
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

市
役
所
庁
舎
や
施
設
等
に
感
染
者
や
濃

厚
接
触
者
が
発
生
し
た
場
合
、
感
染
拡

大
防
止
に
重
き
を
置
く
と
と
も
に
、
窓
口
業

務
や
施
設
等
の
利
用
を
速
や
か
に
再
開
す
る

た
め
に
、
よ
り
安
全
な
サ
イ
ド
に
立
つ
こ
と

が
肝
要
と
考
え
、
保
健
所
の
行
政
検
査
か
ら

外
れ
た
者
に
対
し
て
も
、
市
民
か
ら
安
心
し

て
も
ら
え
る
よ
う
任
意
検
査
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
実
施
検
査
数
は
、
５
０
０
件
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。
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耕
作
放
棄
地
の
見
解
を
伺
う
。

状
況
は
認
識
し
て
い
る
。高
付
加
価
値

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

Q

県内の新型コロナウイルス累計感染者数

避難情報名称変更をお知らせした広報さんじょうの記事 県の道路改良工事に伴う移設補償工事

地域おこし協力隊による田植えイベント

持続可能な開発目標（ＳＤＧ s）

三条市が誇る名水「千年悠水」

しただ憩いの広場（一般廃棄物最終処分場内）

工
事
の
進
捗
に
影
響
が
あ
る
場
合
の

対
応
を
伺
う
。

情
報
共
有
の
徹
底
、連
携
強
化
を
図
る
。

補
償
工
事

Q

中
山
間
地
域
の
農
業

飲
食
業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
の
財
政
事
情
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
検
討
を
進
め
る
。

Q

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
防
災
研
修
会
、広
報
さ
ん
じ
ょ
う

で
周
知
す
る
。

Q

国
連
が
示
し
た
２
０
３
０
年
に
向
け
て

の
開
発
目
標
。三
条
市
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未

来
都
市
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

地
域
の
発
意
と
熱
意
が
重
要
。市
役
所

は
し
っ
か
り
支
え
て
ゆ
く
。次
期
総
合
計

画
策
定
に
活
用
す
る
か
は
今
後
よ
く
検
討
す
る
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

三
条
市
に
は
、何
個
く
ら
い
の
公
園
が

あ
る
の
か
。

　

公
園
を
造
っ
て
く
れ
な
ど
と
い
う
声
が
私

の
と
こ
ろ
に
頻
繁
に
届
く
が
、そ
も
そ
も
公

園
に
関
し
て
、ど
の
よ
う
に
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
し
て
い
る
の
か
。

都
市
公
園
が
20
か
所
、地
域
交
流
公
園
が

７
か
所
、そ
の
他
公
園
が
７
か
所
、児
童

遊
園
が
32
か
所
、緑
地
が
１
４
０
か
所
あ
る
。

ニ
ー
ズ
把
握
の
実
態
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
本

年
４
月
ト
リ
ム
の
森
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
、来

場
者
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

Q

市
内
で
感
染
者
が
増
え
続
け
、県
内
で

３
番
目
、10
万
人
当
た
り
は
１
番
だ
。

多
い
理
由
は
何
か
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状

は
ど
う
か
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
査
範
囲
の
拡

大
と
補
助
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。感

染
者
が
多
い
理
由
は
判
断
で
き
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
は
、65
歳
以
上

の
37
％
が
１
回
目
を
行
い
、約
４
％
が
２
回

目
接
種
を
完
了
し
た
。重
大
な
副
反
応
や
事

故
等
は
な
い
。ト
ラ
ブ
ル
等
は
ど
ん
な
小
さ

な
事
も
共
有
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
や
補
助
額
を
見
直
す

考
え
は
な
い
。

Q

市
の
再
任
用
制
度
の
総
括
を
伺
う
。

定
年
退
職
者
２
９
０
人
中
再
任
用
職

員
70
人
。一
般
任
用
職
員
同
等
の
業
務

に
従
事
。組
織
全
体
の
構
成
、活
性
化
を
踏

ま
え
運
用
し
て
い
る
。

Q

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
育
成
強
化
の
一
環
で
三
条
凧い

か

合

戦
を
民
族
文
化
財
に
認
定
し
て
は
ど
う
か
。

県
で
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
重
複
認
定
は

で
き
な
い
が
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の

価
値
向
上
や
PR
は
今
後
積
極
的
に
取
り
組
む
。

国
道
２
８
９
号
沿
線
に
あ
る
三
条
の

歴
史
、文
化
、食
、遺
跡
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
が
、い
か
が
お
考
え
か
。

ご
指
摘
の「
千
年
悠
水
」な
ど
個
々
の
観

光
資
源
の
一
層
の
磨
き
上
げ
、ま
た
下
田

地
域
、ひ
い
て
は
三
条
市
全
体
の
価
値
を
一
層

高
め
て
い
く
。

QQ
市
内
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

育
成
整
備
に
つ
い
て

都
市
公
園
を
含
め
た
各
種

公
園
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

八
十
里
越
全
面
開
通
を
見
据
え

た
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
の

改
善
に
つ
い
て

昨
年
度
１
月
以
降
に
申
し
込
み
要
件
を

改
善
し
た
。年
齢
要
件
や
、所
得
制
限

に
つ
い
て
更
な
る
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

申
込
件
数
は
昨
年
度
４
件
、本
年
度
は

現
在
６
件
。年
齢
要
件
や
所
得
制
限
等

の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

旧
下
田
村
が
指
定
さ
れ
た
要
件
を
伺
う
。

人
口
減
少
率
が
基
準
値
を
上
回
り
、三

条
市
が
財
政
力
要
件
以
下
の
た
め
。

Q
新
過
疎
法

再
任
用
職
員

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
作
成
を

問
う
。

年
内
に
作
成
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

災
害
対
策
基
本
法
改
正

地
域
お
こ
し
協
力
隊

下
田
地
域
の
経
費
を
問
う
。

54
人
採
用
し
約
３
億
７
千
万
円
で
あ
る
。

Q

成
果
と
課
題
を
伺
う
。

耕
作
放
棄
地
の
活
用
、田
植
え
や
稲
刈

り
体
験
等
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出
。　　

今
後
は
農
業
分
野
に
注
力
し
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
。

Q

現
在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
ど
う
な
る

の
か
。

修
正
し
た
も
の
を
配
布
す
る
。

Q

情
報
公
開
・
発
信
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
と
既

存
メ
デ
ィ
ア
で
発
信
ル
ー
ル
の
認
識
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

各
メ
デ
ィ
ア
特
性
は
理
解
し
て
い
る
。

既
存
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
は
政
策

推
進
課
が
管
理
し
て
い
る
。ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

は
そ
の
特
性
を
活
か
し
部
署
ご
と
で
比
較

的
自
由
に
発
信
し
て
い
る
。

Q

部
局
間
の
案
件
引
き
継
ぎ
不
備
で
市

民
対
応
が
遅
れ
た
件
に
つ
い
て
問
う
。

一
部
部
局
内
の
指
示
が
曖
昧
で
滞
っ
て

い
た
点
は
正
し
て
い
く
。市
は
市
民
要

Q
部
局
縦
割
り
の
弊
害
に
つ
い
て

望
全
て
に
は
対
応
し
な
い
。

耕
作
放
棄
地
解
消
の
支
援
を
伺
う
。

新
た
な
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

PICK 
UP

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
く
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
所
見

を
問
う

SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは、国連が採択した、貧困や地球環境等に関する17の 大きな目標と169のターゲットのことです。
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空
き
家
対
策

知
的
財
産
権
保
護
に
つ
い
て

備
蓄
米
を
生
活
困
窮
者
に
支
援
す
る

制
度
を
国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

要
望
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
条
市
立
大
学
の
学
生
は
こ
れ
か
ら

増
え
て
い
く
。空
き
家
を
改
修
し
て

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

対
象
物
件
の
調
査
や
手
法
等
、研
究
を

始
め
た
。

QQ

保
育
所
等
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策

に
未
満
児
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い

理
由
と
今
後
の
支
援
策
は
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

３
歳
未
満
児
の
保
護
者
に
対
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
は
、財
政
負

担
も
考
慮
し
つ
つ
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

Q

高
齢
者
の
接
種
予
約
状
況
は
ど
う
か
。

65
歳
以
上
の
予
約
は
６
月
15
日
現
在
、

約
２
万
６
９
０
０
人
で
86
％
の
市
民
か
ら

予
約
を
受
け
て
い
る
。介
護
施
設
を
含
め
る
と

約
２
万
８
４
０
０
人
で
、90
％
を
超
え
る
。

Q

就
学
援
助
制
度
受
給
対
象
者

の
拡
充

導
入
経
過
や
台
数
、管
理
は
ど
う
か
。

令
和
元
年
に
市
内
業
者
か
ら
防
災
活
動

に
と
１
台
寄
贈
を
受
け
、点
検
記
録
表

を
作
成
し
管
理
し
て
い
る
。

Q
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
つ
い
て

豪
雨
災
害
対
応
に
つ
い
て

未
満
児
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

小
規
模
農
家
へ
国
や
市
の
支
援
策
を

ど
の
様
に
周
知
し
て
き
た
の
か
。

対
象
者
や
内
容
を
精
査
の
上
、必
要
と

さ
れ
る
方
々
に
確
実
に
情
報
を
届
け
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、三
条
市
農
業
再
生
協

議
会
の
冊
子
、農
区
回
覧
、ＪＡ
等
の
情
報
提
供
、

事
業
説
明
会
な
ど
で
周
知
、説
明
に
努
め
て

い
る
。

Q

飲
食
業
者
へ
の
支
援

コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
が
危
機
的
な
飲
食

業
者
を
支
援
す
べ
き
で
な
い
か
。

市
の
財
政
事
情
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
早
急
に
検
討
し
近
日
中
に
示
す
。

Q

大
豆
の
加
工
品
開
発
等
、需
要
拡
大

を
図
る
べ
き
だ
。

JA
や
食
品
製
造
会
社
で
自
由
に
発
意

し
、取
り
組
む
こ
と
が
基
本
。

Q
農
業
施
策

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

老
朽
危
険
な
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
除

却
費
支
援
制
度
を
実
施
す
べ
き
で
な

い
か
。国

土
交
通
省
の
事
業
を
活
用
し
た
支
援

等
を
研
究
す
る
。

Q

空
き
家
の
未
然
防
止
へ
の
対
策
や
相

談
体
制
を
取
る
べ
き
だ
。

検
討
す
る
。

Q

全
戸
配
布
を
な
ぜ
や
め
る
の
か
。

自
治
会
長
の
負
担
軽
減
だ
。広
報
さ
ん

じ
ょ
う
に
公
民
館
だ
よ
り
の
内
容
を
掲

載
で
き
な
い
か
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q

平成16年 7.13 水害
国道289号（荒沢地内）破堤する被害

平成16年 7.13 水害
越水する五十嵐川

飲 食 業 者 へ の 支 援 を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
の

中
で
、市
独
自
の
支
援
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、市
独
自
の
支
援
策
は

考
え
て
い
な
い
。

Q

主
な
利
用
実
績
は
ど
う
か
。

Q

就
農
を
応
援
す
る
里
親
制
度
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

Q

市
内
先
進
農
業
者
で
の
研
修
を
行
っ
て

い
る
。

三
条
市
の
就
学
援
助
制
度
の
対
象
は
生

活
保
護
基
準
の
1.2
倍
と
低
い
。も
っ
と

受
給
対
象
を
広
げ
る
べ
き
だ
。

受
給
対
象
を
検
討
す
る
。

Q
公
民
館
だ
よ
り
の
全
戸
配
布

廃
止

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
に

つ
い
て

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
経
済
に

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、以
前
の
状
態

に
復
帰
す
る
の
は
困
難
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

三
条
市
の
企
業
に
お
い
て
も
、既
存
の
技
術

で
発
信
し
続
け
る
こ
と
は
至
難
の
業
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

特
に
こ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ニ
ッ

チ
市
場
に
向
け
て
積
極
的
に
進
出
す
る
企
業

Q

の
知
的
財
産
権
を
保
護
す
る
こ
と
は
最
重
要

課
題
だ
。こ
の
よ
う
な
分
野
の
支
援
と
現
状

と
実
績
は
ど
う
か
。

平
成
31
年
度
に
開
始
し
た
ニ
ッ
チ
分
野
進

出
支
援
事
業
で
は
、新
製
品
開
発
そ
し
て

産
業
財
産
権
の
取
得
等
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

新
製
品
の
開
発
等
に
対
し
て
、１
企
業
当
た

り
１
年
度
に
つ
き
２
０
０
万
円
を
上
限
に
最
長

３
年
間
、産
業
財
産
権
の
取
得
等
に
対
し
て
、

１
企
業
当
た
り
１
年
度
に
つ
き
40
万
円
を
上
限

に
最
長
３
年
間
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
実
績
は
、新
製
品
の
開
発
等
が
２
件
、

産
業
財
産
権
の
取
得
等
が
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
に

つ
い
て

高
齢
者
の
副
反
応
は
ど
う
か
。

接
種
後
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、適
切
に
対
応
し
て
い
る
。重
篤
な

副
反
応
は
発
生
し
て
い
な
い
。

Q

国
の
防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
の
柱
で
あ

る
流
域
治
水
は
ど
う
か
。

国
県
と
協
働
で
、水
害
に
強
い
信
濃
川

下
流
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
全
国
に

先
駆
け
て
設
立
し
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
両
面
か
ら

減
災
対
策
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
。

Q

当
市
を
襲
っ
た
２
度
の
豪
雨
災
害
の
気

象
状
況
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

い
ず
れ
も
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
が
活
発

化
し
大
雨
と
な
り
、甚
大
な
被
害
が
生

じ
た
。防
災
気
象
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、今

Q

で
あ
れ
ば
ま
さ
に
線
状
降
水
帯
で
あ
っ
た
と
の

見
解
で
あ
る
。

熊
、猿
な
ど
の
獣
害
探
索
が
19
件
、火

災
現
場
全
体
の
焼
損
状
況
の
把
握
が
11

件
、行
方
不
明
捜
査
で
２
件
で
あ
る
。

避
難
所
ま
で
遠
い
方
は
ど
う
い
っ
た

対
策
を
講
じ
れ
ば
よ
い
か
。

可
能
な
限
り
自
宅
で
の
垂
直
避
難
、

階
上
避
難
。水
平
避
難
が
必
要
な
方

は
、避
難
所
に
限
ら
ず
、近
く
の
親
戚
や
友

人
宅
へ
の
避
難
も
有
効
で
あ
る
。

Q

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
電
波
が
届
か
な

い
地
域
が
あ
る
が
、災
害
時
ど
の
様

に
情
報
を
提
供
す
る
の
か
。

燕
三
条
エ
フ
エ
ム
放
送
で
は
、２
年
前

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
を
開
始
し

て
い
る
。ま
た
、Ｌ
ア
ラ
ー
ト
通
信
シ
ス
テ
ム

で
、マ
ス
コ
ミ
各
社
に
連
絡
す
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
る
の
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ

や
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
等
で
も
聴
取
で
き
る
。

Q

田 植 え 作 業

PICK 
UP
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財
政
に
お
け
る
４
つ
の
指
標
、三
条
市
の

現
状
に
つ
い
て
、県
内
20
市
の
中
で
ど
の

程
度
に
位
置
し
て
い
る
の
か
。

実
質
公
債
費
比
率
は
県
内
20
市
の
中
で

最
下
位
の
20
位
と
な
っ
て
い
る
。

市
は
防
災
備
蓄
品
の
生
理
用
品
の
買
い

替
え
に
合
わ
せ
、不
要
に
な
っ
た
品
を
小

中
学
校
の
保
健
室
に
配
布
し
た
。生
理
の
貧
困

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
う
か
。

QQ
三
条
市
の
財
政
健
全
化
を

進
め
る
た
め
に

市
長
自
ら
の
政
治
集
会
に

兼
古
会
頭
が
あ
い
さ
つ
し
た

こ
と
に
つ
い
て

現
場
の
市
職
員
を
も
っ
と
大
切

に
考
え
て
は
ど
う
か

市
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
公
共
施
設
の

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
い
て
は

ど
う
か
。

市
内
の
小
中
学
校
で
は
必
要
な
時
に
生

理
用
品
を
保
健
室
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
。政
府
の
支
援
方
針
も
注
視
し
三
条
市

と
し
て
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

CHECK!
常任
委員会

詳
し
く
議
案
を

審
査
し
ま
す
！

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
は
、

三
条
の
業
界
を
熟
知
し
て
い
る
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、ど
ん
な

人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
通
じ
な
け
れ
ば
確
保
で
き

な
い
の
か
。さ
ら
に
、地
場
産
業
に
精
通

し
た
人
達
で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

三
条
市
の
実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人

を
選
定
し
た
い
。魅
力
あ
る
返
礼
品
の

さ
ら
な
る
開
拓
や
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で

の
分
析
等
が
で
き
る
人
で
、適
切
な
ス
キ
ル
を

持
っ
た
人
材
を
把
握
し
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
通
じ
て
広
く
全
国
か
ら
採
用
し
た
い
。職

員
の
知
見
の
足
り
な
い
部
分
に
専
門
員
の
知

見
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、寄
附
増

に
向
け
た
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
専
門
員
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活

支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費
に
つ
い

て
、支
給
対
象
者
は
、家
計
が
急
変
し
、令
和

３
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
者
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
と
あ
る
が
、困
っ
て
い
る
方
が
自
ら
申
請
し

な
い
と
給
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
。ど
う
周

知
す
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。そ
の
ほ

か
に
児
童
手
当
の
現
況
届
を
お
送
り
し

た
際
に
、一
文
付
記
し
て
お
気
付
き
い
た
だ
け

る
よ
う
に
周
知
、案
内
を
行
っ
て
い
る
。

付託された全議案について、全員異
議なく原案の通り決定すべきものとし
た。

Q

Q

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

14
号

人
の
流
れ
を
変
え
て
い
く
た
め
、三
条
市

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、三
条
市
立
大
学

の
学
生
を
定
住
促
進
の
切
り
札
に
す
る
た
め
、

ど
こ
よ
り
も
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

財
政
負
担
に
も
留
意
し
、子
育
て
世
代
が

選
び
た
く
な
る
ま
ち
三
条
の
実
現
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

三
条
市
の
宝
物
を
生
か
し
て
い
く
た

め
、日
本
初
の
日
食
観
測
地
と
な
っ
た

大
崎
山
と
石
川
雲
蝶
の
彫
刻
に
つ
い
て
発
信

力
と
し
て
の
宣
伝
が
足
り
な
い
。パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
っ
て
も
そ
こ
に
足
を
運
ん
で
観
に
行
き

た
く
な
る
工
夫
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

史
跡
の
活
用
、魅
力
の
発
信
に
努
め
て
い

き
た
い
。

Q

商
工
会
議
所
法
に
違
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。

会
頭
個
人
か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
も
の

で
法
に
問
題
は
な
い
。

Q
買
物
弱
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

旧
あ
い
で
ん
本
町
店
跡
地
に
リ
オ
ン
・

ド
ー
ル
の
新
規
出
店
が
決
ま
っ
た
経
緯

を
知
り
た
い
。

リ
オ
ン・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
と
地
域
貢
献
の
理
念
実
現
の

た
め
出
店
を
決
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

Q

旧
あ
い
で
ん
本
成
寺
店
・
南
店
に
も

生
鮮
食
品
店
の
出
店
を
市
の
方
か
ら

働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

残
り
２
店
舗
に
つ
い
て
は
新
店
舗
の
状
況

を
見
つ
つ
、必
要
に
応
じ
て
リ
オ
ン・ド
ー

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
要
望
し
て
い
く
。

Q

市
民
の
安
全
を
守
り
、市
民
ニ
ー
ズ
の

迅
速
な
対
応
業
務
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、そ
れ
に
見
合
っ
た
賃
金
や
雇
用
が

必
要
で
あ
り
正
職
員
と
し
て
の
雇
用
が
必
要

と
考
え
る
が
率
直
な
考
え
を
聞
き
た
い
。

現
場
職
員
の
非
常
勤
化
に
関
し
て
は
、当

該
現
場
の
職
員
全
員
を
一
度
に
非
常
勤
に

切
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、正
職
員
の
退
職
に

応
じ
て
切
り
替
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、技
術
の

継
承
に
つ
い
て
は
確
実
に
努
め
て
い
る
。

Q

市内の旧あいでん店舗

本成寺店南店

犯
罪
被
害
者
の
生
活
再
建
の
た
め
、三

条
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法
や

支
援
内
容
と
い
っ
た
支
援
の
在
り
方
の

見
直
し
を
行
う
。ま
た
条
例
制
定
や
見
舞
金

の
要
否
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

Q 犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に

つ
い
て

犯
罪
被
害
者
へ
の
救
済
・
支
援
の
法
整

備
は
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。弁
護
士
で
あ
る
市
長
は
犯
罪
被

害
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
所
見
を
持
っ
て

い
る
か
。

あ
る
日
突
然
、何
の
落
ち
度
も
な
い
の
に

被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、生
命
・
身
体
・

財
産
の
被
害
を
受
け
る
。さ
ら
に
、そ
の
後
の

配
慮
に
欠
け
る
言
動
や
偏
見
・
差
別
な
ど
に
よ

り
、精
神
的
・
生
活
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

幸
福
に
生
き
る
権
利
を
脅
か
さ
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

Q

社
会
的
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。市
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
教
職
員
が
確
実
に
発

見
す
る
視
点
で
、個
別
懇
談
や
教
育
相
談

に
臨
む
よ
う
必
要
な
指
導
、研
修
を
行
っ
て
い

く
。

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

令和２年の「犯罪被害者」週間の様子

生
理
用
品
を
使
え
な
い
こ
と
は
女
性
の

尊
厳
や
健
康
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。生

理
の
貧
困
に
対
処
す
る
こ
と
は
女
性
支
援
に
な

る
も
の
と
考
え
る
。

本町店

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

酒
井 

健 

委
員
長

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
増
に
向
け
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
を
採
用

ドミナント戦略とは、同じ地域に集中出店することで、店舗を地域に浸透させる経営戦略のことです。ヤングケアラーとは、一般的に大人が行う家事や介護、家族の世話などを日常的に行っている子どものことです。
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会　

岡
田
竜
一 

委
員
長

生
活
保
護
世
帯
の
訪
問
調
査
活
動
の
業

務
を
効
率
化
す
る
た
め
に
、モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
あ

る
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら

れ
る
の
か
。

70
世
帯
の
訪
問
調
査
に
係
る
往
復
の
移

動
時
間
約
１
４
０
時
間
の
短
縮
を
想
定

し
て
い
る
。試
行
的
に
実
施
し
て
、移
動
時
間

の
短
縮
の
み
な
ら
ず
、他
の
使
い
方
に
つ
い
て

も
模
索
し
、さ
ら
な
る
効
率
化
に
向
け
て
検
証

し
て
い
く
。

空
家
等
対
策
事
業
費
に
つ
い
て
、三
条

市
本
町
一
丁
目
地
内
の
映
画
館
等
の
用

途
に
供
さ
れ
て
い
た
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

内
部
の
状
況
に
つ
い
て
ど
の
程
度
把
握
さ
れ

て
い
る
の
か
。

現
段
階
で
調
査
は
し
て
い
な
い
。今
後
老

朽
化
等
に
よ
り
万
が
一
建
物
を
解
体
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
調
査

を
進
め
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

付託された全議案について、全員
異議なく原案の通り決定すべきもの
とした。

訪
問
調
査
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り

業
務
の
効
率
化
を
図
る

Q

Q

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算
）

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

報
第

5
号

議
第

14
号

三
条
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

11
号

須
頃
郷
第
１
号
公
園
に
つ
い
て
、パ
ー

ク
P
F
I
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
ほ

し
い
。３

月
に
事
業
者
に
対
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
公
表
し

た
。今
議
会
で
必
要
な
条
例
案
を
決
定
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
、７
月
に
公
募
設
置
指
針
を
公

表
し
、年
度
内
で
の
事
業
者
の
選
定
に
向
け
て

手
続
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
世
帯
等
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
設

置
補
助
金
に
つ
い
て
、他
市
で
は
一
般
の

世
帯
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
が
、高
齢
者
世
帯
の
み
を
対
象
と
し
て
い

る
理
由
は
何
か
。

雪
下
ろ
し
作
業
中
の
死
亡
事
故
の
７
〜

８
割
を
占
め
る
高
齢
者
等
の
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、高
齢
者
等
を
対
象
と
し
て
い
る
。

Q

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、公
共
施
設
の

利
用
中
止
に
伴
う
利
用
料
金
の
減
収

分
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
補
填
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、行
政
側
か
ら
金
額
を
指
定

し
た
の
か
。

年
間
の
収
入
見
込
み
額
に
対
し
、指
定

管
理
者
か
ら
聞
き
取
っ
た
予
約
キ
ャ
ン
セ

ル
に
よ
る
減
収
分
等
を
基
に
協
力
金
を
算
定

Q

Q

付託された全議案について、全員異
議なく原案の通り決定すべきものと
した。

調 査 研 究 費
研　 修 　 費
広　 報 　 費
広　 聴 　 費
要請・陳情活動費
会　 議 　 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人　 件 　 費
事 務 所 費

会派での先進地の調査研究など、行政視察に要した費用
会派による研修会、中越地区市議会合同研修会などの参加に要した費用
会報などの印刷に要した費用
会派での住民要望、意見聴取、住民相談などに要した費用
会派での要請、陳情活動に要した費用
会派が行う会議、団体等が開催する会議への参加に要した費用
パソコンのリース代、コピー用紙代、プリンターインク代などの資料作成に要した費用
図書、資料などの購入に要した費用       
会派が行う活動を補助する職員の雇用に要した費用  
会派が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要した費用

（単位：円）

会	派	名 自由クラブ
（７名）

清風クラブ
（６名）※1

日本共産党
議員団
（３名）

公明党
議員団
（２名）

水土里の会
（２名）※2

未来への風
（２名）※2

無所属
（長橋一弘議員）

無所属
（佐藤宗司議員）	

※３

計
（20名）
※4

収
入
内
訳

政務活動費補助金 1,260,000 1,005,000 540,000 360,000 120,000 120,000 180,000 180,000 3,765,000

雑入（預金利息） 11 10 4 3 0 0 0 0 28

収入合計 1,260,011 1,005,010 540,004 360,003 120,000 120,000 180,000 180,000 3,765,028

支
出
内
訳

調査研究費 158,272 0 0 0 0 0 0 0 158,272

研修費 137,926 0 7,186 0 0 0 0 0 145,112

広報費 0 0 187,481 0 0 0 0 0 187,481

広聴費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 101,216 67,350 0 73,754 74,830 54,774 68,164 0 440,088

資料購入費 0 39,413 87,340 74,998 0 34,400 97,186 0 333,337

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事務所費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出合計 397,414 106,763 282,007 148,752 74,830 89,174 165,350 0 1,264,290

返　還　金 862,597 898,247 257,997 211,251 45,170 30,826 14,650 180,000 2,500,738

※１　令和２年 11 月から５名に変更
※２　令和２年 11 月結成
※３　令和２年９月死去
※４　議員の死去および辞職により 20 名から 18 名に変更。その後の補欠選挙により 18 名から 22 名に変更

各会派から令和２年度政務活動費の収支報告が提出されましたので、
収支の状況をお知らせします。

令和 2 年度政務活動費収支報告

　政務活動費は、地方議会議員の市政等に関する調査研究に資するための必要な経費の一部として、会派また
は議員に対し交付される金銭的給付です。三条市では、市議会における会派に対して、議員１人当たり※月額
３万円を年度当初に一括で交付しています。
　この支出に当たっては使途基準に従って行われ、使途の透明性を図るため、支出したもの全ての領収書の提
出が必要になっています。
※令和２年度の政務活動費は、新型コロナウイルス感染症対策に活用するため、月額１人３万円から
１万５千円に減額しました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

に
つ
い
て
、濃
厚
接
触
者
に
該
当
し
な
い

程
度
の
接
触
と
は
、保
健
所
が
認
定
す
る
濃

厚
接
触
者
と
ど
の
よ
う
に
区
分
け
し
て
い
る
か
。

保
健
所
が
濃
厚
接
触
者
と
し
て
認
定
し

な
か
っ
た
と
し
て
も
、陽
性
者
本
人
と
接

触
し
た
機
会
が
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

学
校
と
協
議
の
上
で
安
全
を
考
慮
し
て
検
査

す
る
こ
と
と
し
て
区
分
け
を
し
た
。

Q

経
済
建
設
常
任
委
員
会　

野
嵜
久
雄 

委
員
長

雪
下
ろ
し
事
故
の
未
然
防
止
策　
　

高
齢
者
等
世
帯
に
補
助
を

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

14
号

し
、行
政
側
か
ら
金
額
を
指
定
し
た
。

マーケットサウンディングとは、事業検討段階において民間事業者の意見や提案を広く把握する市場調査・情報収集のことです。 1415



令和３年９月定例会日程
２日（木）
６日（月）
７日（火）
８日（水）
９日（木）
１０日（金）
１３日（月）
１４日（火）
１５日（水）
１６日（木）
１７日（金）
２２日（水）
２７日（月）

本会議[決算審査特別委員会設置、提案説明]
本会議[大綱質疑～委員会付託]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会
総務文教常任委員会
決算審査特別委員会（市民福祉分科会）
決算審査特別委員会（経済建設分科会）
決算審査特別委員会（総務文教分科会）
決算審査特別委員会
本会議[委員長報告～採決]

議
会
日
誌

阿部銀次郎議員

　６月定例会の初日、永年にわたり市政発展に尽力された功績を称え、全国市議会議長会からの議長
在職４年以上の表彰が阿部銀次郎議員に、議員在職30年以上の特別表彰が西川重則議員、久住久俊
議員に、議員在職15年以上の表彰が森山昭議員にそれぞれ伝達されました。

議員
表彰

森山 昭議員　　　　久住久俊議員　　　　西川重則議員

発行/三条市議会　編集/議会報編集委員会
責任者/議長　佐藤和雄
三条市議会事務局 電話：0256-34-5583　Fax：0256-33-8861
https://www.city.sanjo.niigata.jp/
E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

委  員  長

副 委員長

坂井良永

野崎正志

藤家貴之　白鳥　賢　内山信一

馬場博文　長橋一弘

議会報
編集
委員会 この印刷物は、植物油インクと

再生紙を使用しています。

４月

１２日
１４日
２１日
２３日
２７日

議会運営委員会
議会報編集委員会
議会報編集委員会
議会報編集委員会
各派代表者会議

５月

２０日
２５日

各派代表者会議
北信越市議会議長会表彰状伝達式

６月

７日

１１日
１４日

１５日
１６日
１７日
１８日

２１日
２２日
２３日

２５日

２８日

各派代表者会議
議案概要説明会
議会運営委員会
議会運営委員会
本会議[全国市議会議長会表彰状伝達式、
提案説明]
本会議[大綱質疑～委員会付託]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
議会報編集委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会
総務文教常任委員会
総務文教常任委員協議会
各派代表者会議
議会運営委員会
本会議[委員長報告～採決]
全員協議会

編 集 後 記

　市民の皆様方から選挙で選んでいただいた市長や議

員が市民の代表として市政に携わっています。市長を執

行機関、市議会を議事機関と呼びます。両者は対等の立

場で、車の両輪のように均衡を保ちながら互いにけん制し、

また協力し合って市政の発展のために活動しています。

ウイルス禍の状況が未だに続いていますが、三条市議会は

傍聴席の間隔を空けていただく等の制約はありますが、

通常通り議会を公開しております。

　議会は市政の最高意思決定機関としての位置付けです。

　今後も市民の皆様方の忌憚の無いご意見をぜひお寄

せください。

15年以上
議員
在職 30年以上

議員
在職4年以上

議長
在職 30年以上

議員
在職
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